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NCCが保有する研究資源、支援機能をスタートアップ
企業に提供し、革新的医療技術の実用化を促進する

NCCの支援機能に加え、VCの持つ経営支援機能を補
完的に組み合わせることで、がんの革新的医療技術の
実用化を目指すスタートアップの成功確率を上げる。

対
象

対象はNCC内部・外部を問わず応募が可能

がんの治療開発に関係すれば、医薬・医療機
器・メドテックまで広く対象とする



創業期
シード

アーリー
エクスパン
ジョン

レイター

事業計画
・市場調査
・経営チーム
・開発戦略

〇医薬品・医療機器
・基礎研究（POC）
・技術開発
〇非医薬品・医療機器
・技術開発
・プロトタイプリリース
（POC検証）

〇医薬品・医療機器
・製造（GMP）
・毒性（GLP）
・早期臨床（GCP）
〇非医薬品・医療機器
・プロダクトリリース
・プロダクト検証

〇医薬品・医療機器
・後期臨床（GCP）
・製造販売承認
〇非医薬品・医療機器
・PMFの確認
・マネタイズ検証

IPO or M&A

薬事コンサル
（PMDA審査官経験者）

薬価コンサル
（厚労省薬価算定経験者）

研究開発環境
・病院（ゲノム・組織・医療情報）
・EPOC（基礎研究）
・NEXT（医療機器）

臨床研究支援部門
（医師主導治験の実施）

KOL（臨床医）
（開発戦略コンサル）
（マーケティング）
（臨床開発のリード）

製薬企業
アライアンス
（M&A マッチング）

知財・契約
倫理コンサル NCCHEは医薬品・医療機器開発のすべてのステージで

ベンチャー企業を支援可能な機能を保有している。

ファンディング機能

インキュベーション機能
・経営支援・メンタリング
・ネットワーク支援
・経営人材紹介

ベンチャーキャピタル

提供価値：ベンチャーキャピタルとNCCが協働することで、バイオベンチャーの成功確率を上げる！！

NCC Venture Incubation Programのイメージ



リードVC（1-数社）
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選定イベント

・出資

・各種コンサル提供
・がん領域の教育プログラム（既存を活用）
・NCCHEベンチャー育成対象に採択

育成対象ベンチャー

育成プログラムのイメージ

・経営支援/メンタリング
・アントレプレナーシップ教育

ピッチイベント（マッチング）
・プログラム開始後半年～1年で実施
・他のVCからの資金調達
・製薬・医療機器など企業とのマッチング

リードVC＋協賛VC（複数）＋企業

ベンチャー企業の募集/紹介

・NCCとVCが共同で進捗管理・支援
・VCの判断で随時投資を行う（1-2社）
・教育プログラム
・レンタルオフィス（レジデントタイプ）を利用可能

・出資はVCが独自に判断
・プログラム参加VC以外からも
資金調達可能

202○期といった年間単位での育成プログラムとして策定

・育成対象ベンチャーを選定（NCCHE,VC共同）
・選定時点ではVCからの投資は確約しない
・5-10社/年程度を選定

・出資、買収
・ピッチイベントでは広く交渉の機会を提供

UTEC,BNV,三井不動産がプログラムに参加



NCC Venture Incubation Program Team
佐藤 暁洋（Akihiro Sato）

臨床研究支援部門

部門長

・山形大学医学部卒、同博士（医学）、グロービス経営大学
院 経営学修士（専門職）、医師、製薬医学認定医

・初期研修（東京医療センター）後期研修（山大第3内科）後、
JCOG（国がん中央）にて多施設共同臨床試験支援、国が
ん東にて早期臨床開発研究の支援部門の立ち上げを実施

・医師主導治験を中心に、医薬品・医療機器開発支援・コン
サルテーションを多数実施

・厚生労働科学審議会 臨床研究部会 委員

医
薬
品
・
診
断
薬
等

医
療
機
器
・
医
療
IT
等

合川 勝二（Katsuji Aikawa）

シーズ開発支援室

室長

• 京都大学理学部卒、筑波大学大学院博士課程卒（生物工
学）

• 武田薬品工業にて、創薬研究に18年間従事、医薬品開
発プロセスを一通り経験。プロジェクトマネージャーと
して、産学連携業務に携わり、AMEDの産官学共同プロ
ジェクト（GAPFREE2）を、NCCと企業三社（第一三
共、アステラス、武田薬品）で推進。

• NCCでは、シーズ育成プログラムの事務局を務め、NCC
発のシーズ探索、育成、企業とのマッチングサポートに
従事。

竹下 修由（Nobuyoshi Takeshita）

医療機器開発支援部 部長

スタートアップ支援室 室長、医師

・千葉大学医学部卒、同博士（医学）、同客員准教授、日本
消化器外科学会指導医、日本内視鏡外科学会技術認定医、同
医工連携委員

・National University of Singapore 留学時に、大学発内視
鏡手術ロボットベンチャーとの産学連携を経験

・帰国後、Japan Biodesign 東京大学フェローを修了し、そ
の後(株)Alivas、(株)Jmeesを創業

・NCCではAMEDの手術動画DB構築/AI手術支援PJ/次世代医
療機器連携拠点整備等事業の事務局を始め、臨床現場から
の革新的医療機器創出や事業化、ベンチャーの育成・連携
に従事

杵淵 裕美（Yumi Kinebuchi）

医療機器開発推進部

AI・デジタル機器開発推進室 室長

• 青山学院大学法学部卒業、グロービス経営大学院経営学修士
（専門職）

• 外資系企業やベンチャー企業を経験後、大手コンサルティング
会社にてプロジェクトマネージャーやコンサルタントとして企
業の海外進出や海外M&A調査、政府/金融系のグローバル案件等
に携わる。その後、大手自動車メーカー経営戦略室にて
Corporate Venture Capital（CVC）を経験。

• 現在、AIを使った医療機器開発のプロジェクトマネジメントや、
スタートアップのインキュベーションプログラムなどに従事。

その他、1名が支援中

太田 大地（Daichi Ota）
シーズ開発支援室
室員

• 弘前大学農学生命科学部を卒業し、北海道大学医学研究
科にて博士課程(医学)を卒業。

• 博士課程を卒業後、同大学にて博士研究員として勤務。

• 国内大手製薬企業のグループ企業にて研究員として勤務
し、癌領域における創薬研究に従事。

• NCCでは、シーズ開発支援室、及び橋渡し研究推進セン
ターのプロジェクトマネージャーとして研究者の支援と
シーズの育成に従事。



コンサル
テーション

• 薬価
内容：製品の保険適応と薬価戦略に関するコンサル
担当：1名（厚生労働省保健局での薬価算定業務担当者）

• 薬事
内容：製造販売承認に向けての薬事戦略に関するコンサル
担当：2名（PMDAでの審査官経験者 抗がん剤、医療機器）

• 開発戦略
内容：臨床的有用性、適応疾患、開発戦略の相談
担当：東病院内の臨床医（Key Opinion Leader）

＋必要に応じて、KOLを通じて院外KOLへアクセス
• その他（知財、倫理など）

知財戦略・研究倫理についてもNCC内でコンサル可能

NCC側担当者を通じて、プログラム参加者に提供
特に回数制限・料金などは現時点で設定しない。



教育
プログラム

（NCCのオリジナルコンテンツ）
• 臨床研究セミナー

• 内容：がんに関する知識、薬事規制、臨床試験の方法論
• 頻度：1回/月 Web開催

• 医療機器関連セミナー（NEXTセミナー）
• 内容：医療機器開発、薬事規制など
• 頻度：不定期開催

（本プログラムで実施するコンテンツ）
• UTEC提供プログラム

• 内容：資本政策、VCからの調達などスタートアップ業務関連
• 頻度：数回を予定

• その他、後援企業などからも教育プログラムを提供してもらう予定。



応募 12チーム
（内訳）
医薬品 4チーム
再生医療 3チーム
医療機器 2チーム
ITその他 3チーム
＊8チームがAMED/NEDO獲得済み

書類選考
上位 8チーム ヒアリング

3月12日
スタートアップシンポ（公募開始）

5-6月
書面→対面での選定

6月末～
6チームに対して支援開始



応募 21チーム
（内訳）
医薬品 5チーム
再生医療 1チーム
診断機器 1チーム
治療機器 3チーム
Digital Therapy 4チーム
診断補助 1チーム
医療IT 3チーム
Webサービス 3チーム
＊９チームが何らかの公的資金を獲得

書類選考
上位 13チーム ヒアリング

5月 書面→対面での選定3月29日 第I期成果報告会＋第II期公募説明会
～4月15日まで第II期公募

７チーム を採択

7月 採択チームの決定・公表・支援開始

第I期から応募チームが倍増！ →Digital Therapyなど新たなモダリティを開発するチームが多く応募



１)参加チームへの支援実績

〇サマリー
・9か月（7月～3月）で73回の面談を実施（1.16回/月/チーム）

コンサルティング
・臨床/非臨床KOLコンサルティングが最も多く実施された
・次いでVCメンタリング、薬事コンサルなどが多く実施された

（）総数 事務局（進捗管理
など）

経営（VC）メンタ
リング

臨床/非臨床KOL
コンサルティング

薬事コンサルティ
ング

外部アドバイザー
（知財/戦略など）

その他♯

チームA（10） 5 2 1 1 0 1
チームB（11） 1 1 3 3 0 3
チームC（14） 1 5 0 ３ 1 4
チームD（9） 6 1 1 0 0 1
チームE（10） 7 0 1 0 0 2
チームF（12） 4 1 6 0 0 1
チームG（7) 2 0 5 0 0 0
合計 73 10 17 7 1 12
＊：VCが元々支援している場合は、VCが単独でメンタリングを実施、NCC内部シーズの場合はプログラム外で実施
♯：外部企業・JETROとのマッチングなど



項目 チームの達成実績

研究開発

• 7/7チームで進捗あり
<内訳>
臨床開発の進捗： 4/7チーム
技術的課題の進捗： 2/7チーム
技術開発方針決定 ：1/7チーム
＊2チームがNCCとの共同研究実施

事業開発

• 4/7チームで進捗あり
＜内訳＞
特許関連進捗： 4/7チーム
Exitの進捗： 0/7チーム
開発戦略の精緻化: 2/7チーム

組織
• 外部リソース確保： 1/7チーム
• 自社リソース拡充： 2/7チーム
＊2チームが起業を予定

資金調達
• 新規資金調達の進捗：5チーム
＊1チームがVC調達決定

2チームがVC・製薬と交渉中
2チームが公的資金応募中
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NCC VIPの貢献

・剤型/規格/製造コンサルテーション： 2/7チーム
・非臨床安全性コンサルテーション： 2/7チーム
・臨床開発戦略コンサルテーション： 5/7チーム
・薬事コンサルテーション： 3/7チーム
・外部KOLとのマッチング： 1/7チーム

• 事業計画策定支援： 4/7チーム
• 特許/知財戦略コンサルテーション ： 2/7チーム
• 薬事戦略コンサルテーション： 5/7チーム
• 共同開発先企業とのマッチング 1/7チーム
• JETROとのマッチング 4/7チーム

• 教育プログラムの提供： 7/7チーム
• 外部CROの紹介： 0/7チーム
• 人材紹介： 2/7チーム

• VCのKOLインタビュー支援： 0/7チーム
• 公的資金獲得支援： 3/7チーム
• VCとのマッチング： 5/7チーム

NCCとしての貢献度

VC/インキュベータ
の貢献度

参加チームへの進捗とNCC VIPによる支援内容



2）提供中の教育プログラム(2022年度)

疾患と臨床試験（4）
9月13日 疾患と臨床試験シリーズ【頭頸部がん(光免疫治療含)】
10月11日 疾患と臨床試験シリーズ【肺がん】
11月8日 疾患と臨床試験シリーズ【婦人科がん】
12月13日 疾患と臨床試験シリーズ【乳がん】

臨床試験関連(10)
4月14日 【GCP編】GCP Basic 研修
5月9日 がん臨床試験総論
5月17日 WHYからfor Whatへ～QMS実装のための本質的理解とプロセスアプローチ～

5月24日 【GCP編】GCP Follow-up研修
6月14日 安全性評価
7月12日 有効性評価
8月9日 がんゲノム医療の基礎
1月10日 医師主導治験のスタディマネジメント
2月14日 GCPを活用して業務を楽にしよう～その業務、GCP第何条？
3月14日 臨床試験での問題解決法

薬事・知財・その他規制など（7）
5月13日 臨床研究法の改正について
6月1日 【研究倫理編】研究倫理の歴史と基本的な考え方
7月1日 【研究倫理編】2022年4月施行の研究倫理指針と個人情報

保護法について
7月6日 【研究倫理編】PPI (Patient and public involvement)に

ついて
10月6日 【研究倫理編】研究のわかりやすい説明や公開のために
11月1日 先進医療B を中心に研究責任者・分担者が知っておくべ

き最新の先進医療制度
11月9日 Real-World-Evidence: Using OMOP CDM for large 

scale multi-center research
12月9日 個人情報保護法について・医学系研究に関する倫理指針

見直しの方向性
1月30日 遺伝医療・ゲノム医療の研究に関する倫理的配慮
スタートアップ関連(４)
9月29日 【NCC VIP連携】バイオ医薬特許戦略
10月26日 【NCC VIP連携】医師起業家が本音で語るスタートアッ

プ経営医療機器ベンチャーに医師はどう関わるべきか
4月 【NCC VIP連携】（企画中）

25プログラム/12か月（2回/月）を提供 事業開発に役立つ薬事関連に加え、疾患知識についても高評価



第II期の
（中間）
まとめ

•技術開発、開発戦略等に関しては、第I期に引き続きNCC内外の
KOLによって質の高いサポートが実施され、チームの進捗（7/7）
に貢献した。

•薬事戦略（5/7）、臨床開発戦略コンサルテーション（5/7）が多く
実施されている。

•資金調達(5/7)についても多くのチームで進捗があり、VCの紹介・
マッチングなども第I期に比べて多く支援している。

•経営支援/事業計画立案(4/7)に関してはVC側が大きく貢献した。
•ピッチの指導などもVCより提供されている。
•ハード面（レンタルスペース、シャアオフィス）のニーズは第I期
に引き続き少なかった。

自己評価

•より早期（起業前）の支援についても手厚く支援するスキーム構築
• JETROに加えて、海外展開支援機能の強化を図る
•隣接ラボ・ホテルが本格稼働するため、それらを生かした支援を
行っていく。

来年度に向けて



2023年度第III期 公募の骨子
• 本プログラムの対象
1. 医薬品、診断薬、予防、再生医療、医療機器、医療 IT まで広く対象といたします。
2. 原則として起業前、もしくはアーリーステージのスタートアップを対象といたします。
3. 応募時点で NCC と連携している必要はありません。

• 募集期間
2023年3月29日（水曜日）から4⽉27⽇（木曜⽇）正午まで

＊応募に関する説明はNCCHE HPよりご覧になれます。

• 審査
⼀次選考として書類審査、⼆次選考は審査員へのプレゼンテーションを行います。

• 審査結果通知
⼀次選考結果は5⽉上旬をめどにご連絡いたします。⼆次選考（Web）は5⽉中旬に開催予定



公募情報（国がんHPより）

応募資料



2022年に二つの連携施設が誕生しています！

ベンチャー向けサービスを提供予定

LINK-Lab

Coil Terrace
（co-working space）



柏の葉のヘルスケアデータプラットフォーム
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柏の葉データプラットフォーム 隣接ホテルでの遠隔治験実証実験

遠隔チェックイン
実証プロジェクト



Grater Tokyo Biocommunity

GTB活動マスタープラン（https://note.com/gtb_com/n/nf8a1ae051afc）より



ご清聴ありがとうございます。
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